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同じ「社会学」でも、 
アプローチは多種多彩

——東京大学の社会科学研究所（通
称・社研）は、社会科学の諸分野を
横断的に結びつけた共同研究を実
践する研究所で、社会調査の個票
データを蒐集・保存して公開する
「SSJデータアーカイブ（SSJDA）」
を運営しています。皆さんの分野は
社会学ですが、どのような研究をな
さっているのでしょうか。

藤原　「大学院のときから社会調査を

専門とする研究室に所属し、チーム

で社会調査を実施したり、SSJDAに

寄託されたデータを二次利用したり

して、計量分析を行ってきました。

テーマは『社会階層論』です。今は、

親と子の職業の関連、またそこに教

育や学歴が果たす役割などを分析す

ることで、現代日本社会の格差や不

平等の実態を明らかにする研究をし

ています。最近は、こうしたテーマ

に因果推論や機械学習をどう適用で

きるかにも関心を持っています。」

石田　「私は大学院で『教育社会学』

を専攻し、学生の就職活動、すなわ

ち社会学の言葉では『学校から職業

への移行（トランジション）』と言い

ますが、これを研究していました。

ただ、就職してもその後に転職する

こともあるので、今は30代ぐらいま

でを見据えて若者のキャリア形成や、

転職でチャンスを得る場合とそうで

ない場合の違いに関する要因などを

分析しています。また『移民のルーツ

座談会

公的統計ミクロデータはさまざまな分野の研究に活用されている。経済学や社会学もその一つだ。今回は、東京

大学社会科学研究所（注）に所属するお三方に、社会学の分野で公的統計ミクロデータがどのように役立っているか

を伺った。同研究所が公開する社会調査データ「SSJ データアーカイブ」との性質の違いや使い分けも必読。聞

き手は経済統計学を専門とし、当コンソーシアムの運営委員会副委員長である中央大学の伊藤伸介教授が務めた。
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を持つ子どもの教育問題』にも取り

組んでおり、公的統計ミクロデータ

では厚生労働省と文部科学省共管の

『21世紀出生児縦断調査』を二次利用

させていただきました。」

永吉　「私は藤原さんと同じ研究室の

出身で、当時から『外国人に対する

態度』の研究をしています。対象国

による態度の程度の違いや、否定的

な態度が向けられやすい要因などを

日本の社会調査データや、I S S P

（ I n t e r n a t i o n a l S o c i a l S u r v e y 

Programme）国際比較調査のデータ

などを用いて分析しています。最近

は SNSに投稿されたツイートなどの

ビッグデータを使ったり、実験と組

み合わせた調査を行ったりと手法を

拡大しています。また、外国籍の人

たちの生活や職業、賃金の状況とそ

の要因なども研究しており、公的統

計では国勢調査などのデータを使っ

ています。」

——「社会学」というバックグラウン
ドは同じでも、皆さんそれぞれにア
プローチの仕方が異なることが分か
り、興味深く伺いました。

社会現象の実態を明らかに
し、メカニズムを追求する

——そもそも社会学というのは、ど
ういった対象や課題について探求す
る学問なのでしょうか。また、社会
学においてなぜデータを使って明ら
かにすることが必要なのかも教えて
ください。

藤原　「社会学とは何か――。100人

の社会学者がいれば100通りの答え

がありそうですが、私なりに説明す

ると、基本的には社会現象の実態を

明らかにし、そのメカニズムを追求

する学問です。社会現象とは例えば、

生まれ育った家庭によってその後の

社会経済的資源の獲得、つまり所得、

学歴、職業、結婚の機会や、ライフ

スタイルなどが異なるといったこと

です。社会調査や公的統計は、そう

した実態を明らかにするのに適した

方法だと考えています。」

——経済学の分野においては、経
済現象を明らかにするのが目的の一
つだと考えますが、経済学ではすで
に確立された理論の中で議論がなさ
れる傾向があります。社会学のアプ
ローチは、そうではないように感じ
ました。

石田　「社会学の中にもいくつかの立

場があるとは思いますが、人間観と

いうか、人間がどう考え、どう行動

するかという想定は、経済学に比べ

て自由かもしれません。また、社会

学では『集団』に注目する傾向があり

ます。使うのは個人を対象としたデー

タでも、そこから見ようとしているも

のは、その個人によって構成されて

いる集団、あるいはその集団間の関

係なのです。つまりデータを使って、

集団や集団間の関係をとりまく社会

問題を量的に可視化する。社会現象

の実態とメカニズムの把握には、

フィールドワークと計量的な分析を相

互補完的に用いる手法が有効です。」

——伝統的な経済学では「合理的な
個人」を想定します。合理的な個人
が市場メカニズムによって最適な行
動を取ることでモノ・ヒト・カネの動
きが決まってくる、というのが経済
学の考え方の基礎にあります。た
だ、それだけでは実態を説明でき
ない部分もあって、そこは個別具体
的に考えなければいけない。そのと
き着目するのが集団です。集団の
現象をデータによって明らかにしよ
うというモチベーションは経済学に
もあり、社会学と重なる面がありま
すね。

永吉　「社会学の古典的な研究でも、

国別の自殺率と宗教との関係を比較

することで、社会の中に存在するパ

ターンを明らかにするといったもの

があります。社会学がパターンや規

則性に着目する研究である以上、デー

タを使うのは必然かもしれません。

ただ、経済学と少し違うのは、社会

学では意味世界に基づいて説明する

ところです。例えば、『人的資本』を

考えるときも、何が人的資本に当た

るかは所与ではなく、それ自体も人々

の相互作用の中で決まってくる。つ

まり、理論的な前提を所与とせず、今、

人々がそのように認識しているとい

うところを出発点としつつ、その背

景に起こっていることを検証する。

それが社会学の特徴ではないかと思

います。その意味では、データだけ

永吉 希久子 准教授
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では最終的に説明しようとすること

に到達できないこともあります。」

——経済学の場合、人的資本の評
価に関しては、市場メカニズムを前
提としたフレームワークの中で、賃
金との関連で、議論がなされていま
す。それに対して、社会学におい
ては市場メカニズムでは捉えにくい
分野にアプローチしているというこ
とですね。

一次分析と二次分析の両輪
でオープンサイエンスに寄
与する SSJDA

——皆さんが社会調査データを利用
するとき、独自に調査票を設計して
調査を行い、その結果を一次分析
する場合と、SSJDA のデータを
二次分析する場合があると思いま
す。それぞれのメリット・デメリット
は？

永吉　「二次分析の場合は、ほかの研

究者が作った調査票が基になるので、

すでにあるデータの中で何ができる

かと考えます。ですから、まったく新

しい問いを立てるような研究は難し

いですね。自分で一から調査を設計

する場合は、これまで訊かれていな

い質問を入れたり、これまでアタッ

クされていない対象をターゲットに

したりできますので、自分の仮説を

検証しやすくなります。」

石田　「私は、一次調査データを作っ

て SSJDAに寄託する業務を担当して

います。一方で、自分の研究のため

に調査を設計して一次分析をするこ

ともあれば、SSJDAのデータを使っ

て二次分析をすることもあります。

自分で調査をする資金がなかった院

生時代に、きちんと設計された調査

データを使わせてもらえたのは、と

てもいい経験でした。今でも、独自

調査を企画する前にアーカイブから

公開されている調査の質問票を参考

にしたり、分布を見たりします。

二次分析の場合は、どうしたら元の

調査と差異化できるか工夫は必要です

が、調査にかかる手間暇がいらないぶ

ん、分析方法の検討などに集中しや

すいですね。ほかの研究者の二次分

析の論文を見ても、統計モデルの選

択や推定の方法など、かなり高度な

分析をしている人もいて、その部分で

オリジナリティを出しているようです。」

藤原　「私自身は独自調査を主に行っ

ていますが、調査票を設計するとき

には、ほかの研究者が二次利用をす

ることを前提とした項目も盛り込ん

でいます。項目が増え過ぎると調査

対象者の負担になり、焦点がぼやけ

てしまう面もありますが、なるべく二

次分析につながるような形で社会調

査を実施し、そのデータをアーカイ

ブに寄託し、それがさらに次の社会

調査に結び付くといったサイクルを

イメージしています。」

——SSJDA が公開されて25年以
上たちますが、その果たしてきた役
割をどう見ていますか？

藤原　「今言ったようなサイクルがで

きているのは、SSJDAがあったから

こそで、社会科学分野のオープンサ

イエンス化に向けてなくてはならな

い存在になっていると思います。

2023年度には、累積公開データセッ

ト数は約2700に及び、年間の利用申

請は1500件を超えました。」

石田　「データの散逸を防ぐことも、

研究コミュニティにおける大きな使

命でした。例えば1970年代に実施さ

れた全国調査のデータが残っていれ

ば、50年前と現在を比較することも

できます。寄託データや研究成果の

蓄積も増え、最近は国際誌に掲載さ

https://csrda.iss.u-tokyo.ac.jp/infrastructure/ssjda/

SSJ データアーカイブの概要
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れた論文も寄せられており、世界へ

向けた情報発信にも貢献していま

す。」

——社会科学研究所では毎年「二
次分析研究会」を開催されていま
す。どんな活動ですか？
藤 原　「私たちのセンターでは、

SSJDAの共同利用・共同研究促進の

ための事業として、『参加者公募型研

究会』と『課題公募型研究会』の二つ

を実施しています。前者は、特定の

テーマに関する調査に参加者を募集

して行う調査です。参加者には、ど

んなデータを使って、どんな研究を

したいかを提案して応募していただ

きます。年度末には研究成果報告会

を開催し、広くオーディエンスとも

議論します。

また後者は、研究者自身が課題や

テーマの設定から用いるデータまでを

設定して社研の研究者とともに研究会

を組織し、共同で二次分析を行いま

す。多くの研究会は年次報告書を作

成し、その後に論文投稿や一般書籍

の執筆といったプロジェクトへ繋げてい

ます。」

公的統計は頼れる「信頼性
の高い大規模データ」

——ここからは、 公的統計ミクロ
データの利用について伺います。
皆さんがミクロデータを使うように
なったきっかけや、これまでどんな
研究に利用してきたかをお話しくだ
さい。

藤原　「社会学では職業に関する評

価基準として『職業威信スコア』が知

られていますが、それ以外の尺度を

探していたときに、公的統計である

『就業構造基本調査』のデータを使え

ば、海外で頻繁に用いられている尺

度（社会経済指標、SEI）を作れるの

ではないかと思いつきました。ただ、

利用の仕方が分かりませんでした。

たまたまお会いした伊藤さんに相談

し、先ほど言った課題公募型研究会

を組織していただき、共同で公的統

計ミクロデータの申請をしたのが最

初です。」

——そうでしたね。私も覚えていま
す。石田さんはいかがですか。

石田　「私は2013年の参加者公募型

研究会で、『就業構造基本調査』の匿

名データを使わせていただきました。

その後、藤原さんと同じ課題公募型

研究会に参加したときは、『社会生活

基本調査』の調査票情報を使いまし

た。そういう経験の中で、調査票情

報やレイアウト、符号表などの読み

方も勉強させてもらいました。それ

からは、先ほどの『21世紀出生児縦

断調査』や国勢調査も使っています。

永吉　「私が公的統計を利用できると

知ったのは、皆さんが参加した課題

公募型研究会の成果を何かで見たの

がきっかけでした。その後、慶應大

学教授の竹ノ下弘久さんのプロジェ

クトで国勢調査のデータを使わせて

いただき、それからは自分で申請し

て『賃金構造基本統計調査』などを

使っています。」

——公的統計のミクロデータを利用
するメリット・デメリットはどういっ
た点にあるとお考えですか？

永吉　「私は研究テーマが外国籍の

方の生活状況に関するものなので、

十分な分析ができるほどのサンプル

サイズを確保できているデータは社

会調査にはありません。その点、公

的統計はとても大きいデータで、し

かも全国を対象にしているので、非

常に大きなメリットがあると思いま

す。とはいえ、外国籍者の生活状況

を知るために実施している公的な調

査は現状ではほとんどないので、自

分が知りたいこと、例えば、日本語

能力や在留資格、国籍といった重要

な変数が、必ずしも含まれていない

点がデメリットにはなっています。」

石田　「規模の大きさは最大の魅力で

すね。さまざまなセグメントという

か、条件や属性に分けて細かく分析

ができますから。しかも、一定の信

頼性が担保されている。デメリット

はあまり感じませんが、強いて言え

ば、公的統計は所管省庁がターゲッ

トとする政策課題に関する統計表を

作るのが目的なので、人々の主観や

意識などに関する項目が調査票に含

まれていないことでしょうか。そうい

う場合は社会調査データを使えばい

いのですが、両者の性質の違いには

留意する必要があります。」

藤原　「先ほど言った職業の尺度を作

るときにも、大規模なデータはあり

がたかったですね。職業ごとにかな

りのケースが確保でき、信頼性の高

い尺度を構築できました。一方で、

親の職業と子どもの職業の関係を分

析するときには、対象者である子ど

もの現状は分かっても、どういう家

庭に育ったかといった過去のことは

分からない。それはデメリットかもし

れません。ただ、公的統計の多くが

世帯全員を調査対象としているので、

同居している親子であれば、子と親
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の状況を同時に分析できる。これは

大きなメリットです。公的統計なら

ではの枠組みで、私自身、分析の幅

が広がりました。」

省庁間の規格統一や利用
期限の延長を希望

——最後に、公的統計ミクロデータ
を利用する上で制約を感じること
や、統計作成部局に対する要望が
あればお話しください。

藤原　「事前に研究計画をしっかり固

めて申請しなければならない点は、

少し困ることがあります。まあ、デー

タのない状態でどの変数が必要かを

検討し、分析プランをじっくりと考

える機会を与えられているのだと、

ポジティブに捉えています（笑）。そ

れから、早期化を検討されていると

聞きますが、手続きにかかる時間が

短くなると嬉しいですね。」

石田　「匿名データを使うとき、出生

年などがカテゴリーにまとめられて

いたりすると、研究テーマによって

は使いづらい場合があります。秘匿

性の観点からは仕方ない半面、サイ

ズが小さくてもいいから自由に使え

るといいなと思うこともあります。符

号表やレイアウトは本当によくでき

ていて、あれがあるおかげで自分の

分析するデータセットをすぐに作れ

るのでありがたいです。ただ、省庁

によって規格が統一されていないた

めに、困惑することがあります。」

永吉　「現状の利用環境で十分満足

ですが、あえて挙げるなら、利用の

期限を緩やかにしていただけたらと

思います。論文を投稿して修正を求

められたとき、すでにデータにアク

セスできなくなっていることもあるの

で、数年の猶予を許してもらえると

助かります。また、カテゴリー数の

多い調査で、レイアウト表で細かい

値の定義が省略されていて、探して

いる情報が見つけられずに困ったこ

とがあり、コードブックのようなもの

があると嬉しいです。」

——コンソーシアム運営委員会とし
ては、ユーザーのご意見を公的統
計ミクロデータ二次利用の運営に反
映していきたいと思います。今日は
社会学とは何かというご説明から、
SSJDA の特徴まで、貴重なお話
をありがとうございました。

（注）�　東京大学社会科学研究所は、

東京大学に11ある附置研究所の

一つで、設立は1946年。比較現

代法、比較現代政治、比較現代

経済、比較現代社会、国際日本

社会の五部門に加え、社会連携

研究部門、附属社会調査・デー

タアーカイブ研究センター（CSR�

DA）で構成されている

https://jww.iss.u-tokyo.ac.jp/
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「オンサイト施設」は、情報セキュリティが確保された環境で、許可を受けた研究者がミクロデータ（調査票
情報）を用いて独自の集計・分析を行うための専用室です。本 NewsLetter では、総務省統計局等が中心
となり、全国の大学・研究機関等への設置展開を進めている調査票情報のリモートアクセス型利用のための
オンサイト施設をご紹介していきます。

〈第 1 回：情報・システム研究機構〉
情報・システム研究機構では、立川地区に2019年に竣工した「デー

タサイエンス棟」にオンサイト施設を設置しています。弊施設は、利

用室と控室を分離しており、スペースにゆとりを持たせた施設構造と

なっております。利用室内には通信機器等の情報機器を持ち込むこと

が出来ないため、控室には利用者向け PC や作業デスク等を設置し、

利用室での分析と並行して、施設内で情報機器を利用した作業等を出

来るように配慮しております。

利用室には、分析ブースを 2 式整備してあり、同時間帯に 2 チームの利用予約を受け入れることを可能としております。

設置機器は、デスクトップベースで構築しており、片方のブースに27インチデュアルモニタ、もう片方のブースに34イン

チウルトラワイドモニタをそれぞれ設置し、利用者それぞれの好みや作業内容に合わせ、環境を選択できるようにしてい

るのが大きな特徴です。

立川地区の敷地内には弊機構の宿泊施設「赤池ゲストハウス」があり、ゲストハウスに逗留しながら、短期集中で分析

に取り組まれる方もいらっしゃいます。また、標準的な開室日時は平日10-17時となっておりますが、短期集中分析等の利

用をサポートするために、時間外・休日利用についても、柔軟に対応させていただいており、実際にご利用いただいてい

る方からも好評をいただいております。

弊施設の詳細、ご利用・ご予約に関するお問い合わせ等は、弊施設ウェブサイトをご参照ください。

調査票情報利用のためのオンサイト施設紹介

情報・システム研究機構　データサイエンス共同利用基盤施設 オンサイト施設

住　　所　東京都立川市緑町10-3 情報・システム研究機構　データサイエンス棟 2階

開室日時　 平日10時～17時　※土曜日、日曜日、国民の祝日、12月29日～ 1月 3日、及び、予約状況カレンダー
にて休業告知されている休業日を除く　※休日・時間外利用については応相談

ウェブサイト　 https://csds.rois.ac.jp/onsite/

情報・システム研究機構のオンサイト施設

情報・システム研究機構　データサイエンス棟
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活動報告

1

R
eport 統計関連学会連合大会企画セッション

本年度の統計関連学会連合大会が、 9 月 4 日（日）～ 7 日

（木）に東京理科大学で開催されました。当コンソーシア

ムでは、「公的統計の二次利用における最新動向」をテー

マにした企画セッションを行いました。各報告では活発

な議論が展開され、公的統計の二次利用に対する参加者

の高い関心がうかがえました。

プログラム

オーガナイザー　南 和宏（統計数理研究所）、伊藤 伸介（中央大学）、高部 勲（立正大学）

座　長　　　　　山下 智志（統計数理研究所）

1 ．「調査票情報提供の動向」
　　小松 聖（総務省）

2 ．「統計的マッチングの公的統計へのさらなる検討」
　　高部 勲（立正大学）

3 ．「 わが国の公的統計における匿名データの作成可能性に
関する実証研究 ―国勢調査のミクロデータを用いて―」

　　伊藤 伸介（中央大学）、高部 勲（立正大学）、
　　村田 磨理子（統計情報研究開発センター）

4 ．「海外における公的大規模データのリンケージの動向」
　　伊藤 伸介（中央大学）

5 ．「 公的統計における大規模統計表のプライバシー保護の
最新動向」

　　南 和宏（統計数理研究所）

2

R
eport 公的統計ミクロデータ研究コンソーシアムシンポジウム動画公開

2023年11月に開催された「公的統計ミクロデータ 研究

コンソーシアムシンポジウム2023」の講演動画をコンソー

シアム公式ウェブサイト（https://jmodc.org/videos）で

公開しました。 今回は、総務省統計局 調査企画課の小松

聖課長による「調査票情報提供の動向」を公開しており

ます。本講演は、調査票情報の利活用を行う上で、大変

興味深い内容となっております。ぜひご覧ください。

統計関連学会企画セッション　当日の様子

「調査票情報提供の動向」
小松聖（総務省統計局 統計調査部調査企画課長）
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活動予定

公的統計ミクロデータ研究コンソーシアムシンポジウム2024

　コンソーシアムでは、公的統計ミクロデータを学術研究に利用する大学や研究所の他、総務省統計局や統

計センターなどの関係機関と連携し、シンポジウムを年 1回開催しています。今年度も2024年11月19日（火）

に「公的統計ミクロデータ研究コンソーシアムシンポジウム2024」をオンラインで開催いたします。

　プログラムの詳細やお申し込み方法については、近日中に公的統計ミクロデータ研究コンソーシアムの公

式ウェブサイト（https://jmodc.org）にてご案内いたします。

連携イベント_ 公的統計ミクロデータ利活用に関する研究集会

　公的統計ミクロデータ研究コンソーシアムシンポジウムの連携イベントとして、前日の11月18日（月）に独

立行政法人 統計センター主催の「公的統計ミクロデータ利活用に関する研究集会」がオンラインで開催されま

す。　

　この研究集会は、公的統計ミクロデータ等の利用者に限らず、公的統計を用いた実証研究・統計教育全般

を対象としており、毎年様々な分野の方々からの研究報告や講演が行われております。同研究集会の詳細に

ついては、(独 )統計センターのウェブサイト（https://www.nstac.go.jp/use/archives/event/）をご確認く

ださい。

社会学分野でのミクロデータ利用推進に関するワークショップ

　社会学分野でのミクロデータ利用を推進するために、公的統計および社会学の両分野の研究者が情報交換、

議論を行うことを目的とした「社会学分野でのミクロデータ利用推進に関するワークショップ」を2025年 2月

に対面形式で開催いたします。

　前半は、データ利活用の制度やデータ基盤整備に関するチュートリアルセッションを実施し、後半では、公

的統計や社会学の調査データを用いた研究利用の事例報告を行います。また、これまでのミクロデータ利用

に関するこれまでの経緯、現状を総括し、今後の課題と方向性を議論するパネル討論を予定しています。ぜ

ひ皆様のご参加をお待ちしております。

日時：2025年 2月14日（金）10:00～17:00

場所：東京大学山上会館 大会議室（予定）

主催：公的統計ミクロデータ研究コンソーシアム
共催：東京大学社会科学研究所 附属社会調査・データアーカイブ研究センター

※プログラムの詳細は、決まり次第 コンソーシアム公式ウェブサイトでご案内いたします

問合せ先

A D D R E S S

〒190-8562　東京都立川市緑町10-3
大学共同利用機関法人　情報・システム研究機構
データサイエンス共同利用基盤施設　社会データ構造化センター内
公的統計ミクロデータ研究コンソーシアム　事務局

M A I L  office@jmodc.org

U R L  https://jmodc.org/
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